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編集･発行
社会福祉法人 向日市社会福祉協議会
京都府向日市寺戸町西野辺１番地の７
向日市福祉会館内
TEL.０７５-９３２-１９６０ FAX.０７５-９３３-４４２５
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社
協
会
員
へ
の
ご
加
入
を

 

お
願
い
し
ま
す

★
子
育
て
支
援
事
業

　
（
子
育
て
講
座
な
ど
）

★
福
祉
資
金
の
貸
付

★
向
日
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

★
福
祉
団
体
へ
の

支
援

　
（
老
人
ク
ラ
ブ
、

障
害
者
団
体
）

会
費
は
次
の
よ
う
な
事
業

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
区

社
協
）
へ
の
支
援

★
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
防

災
・
福
祉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

★
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
旅
行

★
敬
老
祝
品
の
贈
呈

★
障
害
者
（
児
）
ふ
れ
あ
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

住
民
を
主
体
と
し
て
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
の
た
め
に
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援

す
る
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
民
間

の
福
祉
団
体
で
す
。
地
域
住
民
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
く
会
費
が
、

大
き
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
継

続
し
た
地
域
福
祉
事
業
を
展
開
す

る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

▼会費には次の種類があります。

◎一般会員
会費 １口 500円

◎特別会員
会費 １口 3,000円

☆自治会、町内会を通じてのお願い

◎賛助会員
会費 １口 5,000円

☆向日市内の企業・団体の事業所の
　皆様にお願い

◎名誉会員
会費 １口 10,000円

☆福祉のまちづくりに
　ご賛同いただく
　篤志家の皆様にお願い

お問い合わせ先 総務係　�932－1960

※会費口数には制限はありません
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平
成　

年
度
事
業
計
画
と

１７

　
　

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平成17年度事業計画、予算概要

基本方針
　地方分権・規制緩和の改革が社会福祉分野においても進められ、社会福祉の仕組みも介護

保険の創設や支援費制度の導入等、利用者が自ら福祉サービスを決定・選択する利用契約制

度が進む中で、利用者の権利を擁護することが重要な課題となっており、福祉サービスの利

用が適正に確保されるよう地域福祉権利擁護事業など一層の充実が求められています。この

ような状況を踏まえ、本会は、住民に信頼される組織をめざして、引き続き地域福祉の推進

役として、次の重点目標を中心に諸事業に取り組んでいきます。

重点目標
�　地域福祉活動の充実

�　地域福祉権利擁護事業の充実

�　ボランティア活動の振興

�　介護保険事業等の強化

�　地域福祉活動計画の見直し

平成17年度予算概要（単位：千円）

新規・充実事業
○　地域福祉活動計画の見直し【新規】

○　地区社協地域福祉活動推進研修会の開催【新規】

○　子育て支援事業の実施【充実】

○　ボランティア計画の策定と推進【新規】

○　ボランティアスクールの開講【新規】

○　ボランティア活動センター情報提供事業【新規】

○　要約筆記奉仕員養成講座の開催【新規】
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平成16年度決算報告

　平成１６年度の決算報告が、平成１７年５月２５日の理事会の認定を得て、５月２６日の評議員会で承認されましたの

で、以下のとおり報告させていただきます。

　事業実施に当たりましては、自主財源となります会員からの会費、善意のご寄付など多くの皆様方をはじめ、

行政機関、連合自治会、民生児童委員、福祉関係団体、ボランティアなどの方々から、格別のご理解とご協力を

いただきましたこと厚くお礼申しあげます。

平成16年度決算概要（単位：円）

善意のご寄付ありがとうございました。
（平成１７年１月２７日～平成１７年５月１８日）

京都新聞乙訓販売所連合会　代表　林　大克　様　　　　30,000円
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アルバイト職員募集アルバイト職員募集
地域福祉権利擁護事業の生活支援員を募集します。

時間給　８００円＋事務費手当
申　込　市販の履歴書に写真を貼付し必要事項を記入して本会まで。
まずは下記までお問い合わせください。
地域福祉係　TEL．９３２－１９６１
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の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
て
、

自
分
た
ち
の

活
動
で
少
し

で
も
被
災
地

の
方
々
の
お

役
に
立
つ
こ

と
は
な
い
だ

　

リ
フ
ォ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
「
ひ
ま
わ
り
」（
代
表　

長
命
絢
子

さ
ん
、
会
員
数　

名
）
が
、
今
年
３
月
、

１５

手
作
り
の
は
ん
て
ん
十
数
着
を
新
潟
県

長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
高

齢
や
障
害
を
も
つ
方
々
の
着
ら
れ
な
く

な
っ
た
衣
類
を
補
正
し
て
、
再
び
着
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
衣
類
リ
フ
ォ
ー
ム
活

動
を
長
年
に
渡
り
お
こ
な
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

昨
年　

月
、
新
潟
県
中
越
地
震
発
生

１０

ろ
う
か
と
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
、

月
１
回
の
活
動
日
に
少
し
ず
つ
作
り
始

め
た
そ
う
で
す
。

　

お
届
け
し
た
は
ん
て
ん
は
、
長
岡
市

社
協
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
被
災
さ
れ

た
方
々
に
お
渡

し
し
た
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
た
代
表
の
長

命
さ
ん
は
、「
こ

れ
か
ら
も
心
の

こ
も
っ
た
お
手

伝
い
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と

語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ「
ひ
ま
わ
り
」が

支
援
物
資
を
寄
贈

雪
解
け
か
ら
復
興
が
始
ま
る

  
グ
ル
ー
プ「
ひ
ま
わ
り
」が

 

支
援
物
資
を
寄
贈

内　容日　時回数

社会福祉・ボランティアってなんだろう７／２２（金）１３:３０～１５:３０１

コミュニケーションの取り方７／２９（金）１３:３０～１５:３０２

手引き・アイマスク・車いす体験９／２（金）１３:３０～１５:３０３

手話・点字・インスタントシニア９／３０（金）１３:３０～１５:３０４

ボランティアの体験談～現場からの声～１０／７（金）１３:３０～１５:３０５

自分に合ったボランティアを探す意義１０／２８（金）１３:３０～１５:３０６

ボランティア活動のルール心構え１１／２５（金）１３:３０～１５:３０７

ボランティア活動のルール１２／９（金）１３:３０～１５:３０８

ふれあいサロン活動体験（実践）１／１３（金）１３:３０～１５:３０９

実践のふりかえりと総まとめ２／３（金）１３:３０～１５:３０１０

＊日程および内容

内容は、変更になることがあります。

場　所　福祉会館（３階）大会議室

対　象　向日市内に在住、在学で、市

民活動（ボランティア活動）

に関心のある一般市民

定　員　４０名（先着順）

受講料　５００円（資料代として）

募集期間　平成１７年６月１日（水）

　　　　～７月１５日（金）※土日は除く

お問い合わせ、申し込み先

向日市社会福祉協議会　地域福祉係

TEL．932－1961　FAX.933－4425
E-mail.mukou-vc@ceres.ocn.ne.jp

※ファクシミリ、E-mailによる申し込

みの場合は、「申込受付完了通知」を

こちらから送信した時点で申し込み

完了とします。

ボランティアをもっと身近に感じてみよう

開 講開 講市民ボ
ランティアスクール
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「
要
約
筆
記
講
座

「
要
約
筆
記
講
座（
基
礎
課
程
）

（
基
礎
課
程
）」

受
講
者
募
集

「
要
約
筆
記
講
座（
基
礎
課
程
）」

　

９
月
か
ら
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）
を

開
催
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
が
不
自

由
な
方
に
、
講
演
会
な
ど
で
講
師

の
話
す
内
容
な
ど
を
伝
え
る
技
術

の
こ
と
で
、
今
回
の
講
座
で
は
、

講
義
や
実
技
を
通
じ
て
速
さ
や
正

確
に
書
く
と
い
っ
た
こ
と
を
基
礎

か
ら
学
び
ま
す
。

　

文
字
を
書
く
こ
と
が
お
好
き
な

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
、
聞
こ
え
に
関
心
の
あ

る
方
、
ど
な
た
で
も
楽
し
く
学
べ

る
講
座
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
受

講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

実技講義日時回数

要約筆記の基礎知識開講式（オリエンテーション）９／７（水）１３:３０～１６:００１

読みやすく書こう中途失聴・難聴者の生活９／２１（水）１３:３０～１６:００２

要約して書こう難聴者の体験発表１０／５（水）１３:３０～１６:００３

聞こえのしくみと難聴聞こえのしくみと難聴１０／１９（水）１３:３０～１５:３０４

正しく伝えるために現場実習の心得１１／２（水）１３:３０～１６:００５

会議の要約筆記コミュニケーションと社会参加１１／１６（水）１３:３０～１６:００６

パソコン要約を知ろう色々なコミュニケーション支援システム１１／３０（水）１３:３０～１６:００７

協力して書こう求められる要約筆記とは１２／７（水）１３:３０～１６:００８

ノートテイクと筆談（１）講演の要約筆記１２／２１（水）１３:３０～１６:００９

ノートテイクと筆談（２）要約筆記とボランティア活動１／１８（水）１３:３０～１６:００１０

総合練習（１）聴覚障害者福祉の問題点２／１（水）１３:３０～１６:００１１

総合練習（２）聴覚障害者の福祉２／１５（水）１３:３０～１６:００１２

交流会閉講式（修了証授与）３／１（水）１３:３０～１６:００１３

場　所　福祉会館（３階）大会議室

対　象　向日市内に在住、在学で、要約筆記や、ボラ

ンティア活動に関心のある一般市民

定　員　２０名（先着順）

受講料　５００円（資料代として）

募集期間　平成１７年７月２０日（水）～８月３１日（水）

　　　　※土日は除く

お問い合わせ、申し込み先

向日市社会福祉協議会　地域福祉係

TEL．９３２－１９６１　FAX.９３３－４４２５
E-mail.mukou-vc@ceres.ocn.ne.jp
※ファクシミリ、E-mailによる申し込みの場合は、「申

込受付完了通知」をこちらから送信した時点で申し

込み完了とします。

内容は、変更になることがあります。

　

現
在
募
集
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

な
ど
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

相
談
に
の
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

直
接
、
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
ま
で
来
て
い
た

だ
き
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
カ
ー
ド
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
！

　

記
入
い
た
だ
く
事
項　

①
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

な
ど
の
基
本
的
な
情
報

②
活
動
希
望
分
野

③
趣
味
・
特
技
な
ど

④
活
動
で
き
る
時
間
帯

個
人
情
報
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹

介
や
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
以
外

の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

募集中募集中！募集中！
ボラン

ティア

活動セ
ンター

には、

気にな
る情報

が

いっぱ
いあり

ます。
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ふふ
れれ
ああ
いい
とと

思思
いい
やや
りり
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

地
区
社
協
活
動
の
ご
紹
介

地
区
社
協
活
動
の
ご
紹
介
〜〜
パ
ー
ト

パ
ー
ト
３３
〜〜

物集女地区社協編

り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
す
る
方

の
協
力
を
得
て
、
み
ん
な
で
歌
を

歌
っ
た
り
、
毎
回
そ
の
内
容
に
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、『
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
活
動
』
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
現
在
、『
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
活
動
』
の
参
加
者
を
募
集
し

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
身
近
な
地

域
で
の
仲
間
作
り
に
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

向
日
市
社
協
で
は
、
今
後
も
福

祉
パ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
向
日
市

内
８
ヶ
所
の
地
区
社
協
活
動
を
順

番
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

同
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
向
日
市
社
協
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

ら
れ
ま
す
。

　
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』と
は
、身

近
な
地
域
を
拠
点
と
し
て
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
育
て
中
の
方
等

も
含
め
て
、
地
域
住
民
が
一
緒
に

企
画
・
運
営
し
な
が
ら
、
茶
話
会

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
小
物
作

り
等
の
活
動
を
定
期
的
に
開
催
し
、

�
楽
し
く
・
気
軽
に�
仲
間
作
り

を
行
う
活
動
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

向
日
市
に
は
、
小
地
域
（
行
政

区
）
を
単
位
と
し
て
、
８
ヶ
所

（
物
集
女
・
寺
戸
・
森
本
・
鶏
冠

井
・
上
植
野
・
向
日
・
西
向
日
・

向
日
台
）
の
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
略
称：

地
区
社
協
）
が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
物
集
女
地
区
社
協
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

物
集
女
地
区
社
協
で
は
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
、
物
集
女
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、『
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
を
開
催
し
て
お

ふふ
れれ
ああ
いい
とと

思思
いい
やや
りり
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

　

物
集
女
地
区
社
協
で
は
、
平
成

　

年
７
月
以
降
、
茶
話
会
と
小
物

１６作
り
を
中
心
に
、『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
』
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
毎

回　

名
前
後
の
高
齢
者
の
方
々
が

２０
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

物
集
女
地
区
社
協
で
は
、
茶
話

会
と
小
物
作
り
以
外
に
も
、
開
催

月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
高
齢

者
の
方
の
誕
生
日
会
を
開
催
し
た

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

向
日
市
社
協 
地
域
福
祉
係

（
T
E
L：

9
3
2－

1
9
6
1
）

福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビスススススススススス利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用援援援援援援援援援援助助助助助助助助助助事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業福祉サービス利用援助事業
（（（（（（（（（（（地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉権権権権権権権権権権地域福祉権
利利利利利利利利利利擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁護護護護護護護護護護事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業利擁護事業 ）））））））））））ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案のご案内内内内内内内内内内内

住住住住住住住住住住住住住住住住みみみみみみみみみみみみみみみみ慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣れれれれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたたたた地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででででで安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心ししししししししししししししししてててててててててててててててて暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららししししししししししししししししてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだだだくくくくくくくくくくくくくくくくたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににに住み慣れた地域で安心して暮らしていただくために

向日市社協 地域福祉係　TEL：932－1961お問い合わせ先
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

　

森
本
地
区
社
協
で
は
、
森
本
地
区
内
に
お

住
ま
い
の
方
で
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
配

食
活
動
や
会
食
会
の
お
手
伝
い
（
調
理
に
携

わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

配
食
活
動
等
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

森
本
地
区
社
協 
会
長 
吉
住
さ
ん
（�
9
2
2－

6
3
0
7
）

森本地区
社協
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疾病や失業により、一時的にお金のやりくりに困ったり、緊急に資金を必要とする世帯のた

めに、くらしの資金の相談を受け付けます。

 ◎受付期間 　7月1日（金）～15日（金）

　　　　　　　午前9時～午後4時、ただし、土曜日・日曜日を除く

◎貸付限度額　1世帯あたり10万円以内

 ◎相談窓口 　向日市社協・地域福祉係（電話932－1961）

　三菱電機株式会社様及び三菱電機SOCIO-

ROOTS基金様より、障害者福祉を目的とした事

業に充当するように、京都府共同募金会を通じて、

２６万円の指定寄付金をいただきました。

　同社では、従業員から寄せられた募金額に対し

て、会社がその同額分を上乗せされ、同SOCIO-

ROOTS基金に蓄えられた後、年１回福祉団体へ

寄付しておられます。

　向日市社協では、毎年恒例の「障害者（児）ふ

れあいレクリエーション」を今年も６月５日（日）

に「心のふれあい」を合言葉に開催し、指定寄付

金を事業費の一部として、使わせていただきまし

た。

　ご協力ありがとうございました。

　向福グループ（代表：山岡浩治）様より、在宅

福祉の充実を目的とした事業に活用するように、

車椅子１台（５万円相当）を寄贈していただきま

した。

　同団体では、環境保全とリサイクル運動の推進

を目的に、アルミ缶の回収活動を行っておられ、

その活動で得られた収益で車椅子等の介護用具を

購入され、年１回向日市社協へ寄贈していただい

ております。

　向日市社協では、市民の皆様方を対象に、介護

用具の貸出を行っております。貸出を希望される

方は、お気軽にお問い合わせ下さい。

〈問い合わせ先〉

向日市社協 地域福祉係 TEL：932－1961

くらしの資金（夏期）のお知らせ

三菱電機株式会社三菱電機株式会社
指定寄付金のお礼指定寄付金のお礼

向福グループ向福グループ
車椅子寄贈のお礼車椅子寄贈のお礼



�������

場　所内　容開催日程

　向日市社協在宅介護支援センターは、
向日市から委託を受けた公的な相談窓
口です。
　介護保険はもとより、保健や福祉
サービスなどが受けられるように、お
手伝いをいたします。在宅でお過ごし
の虚弱な高齢者や、まだまだ元気にお

過ごしの高齢者の方々が、これからの生活を、地域で健やかに
過ごして頂くためにも、まずは、気軽に相談できる窓口として、
在宅介護支援センターがある事を知って頂きたいと思います。
　現在、少しずつではありますが、ご自宅を訪問させて頂き、
お話をお聞きしています。お気軽にお電話下さい。

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
を
き
っ
か
け

に
、
閉
じ
こ
も
り
や
、
寝
た
き
り

に
な
る
事
が
多
い
と
い
う
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
？　

体
力
に
合
わ

せ
て
、
無
理
な
く
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

向
日
市
の
３
つ
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
も
健

康
教
室
を
左
記
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

　

お
近
く
の
開
催
地
に
お
越
し
下

さ
い
。
ま
ず
は
、
お
近
く
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
下

さ
い
。

向陽苑
向日市福祉会館
物集女公民館

活き活き健康体操

タオルを使って…

第１回（６月１０日）
第２回（７月８日）
第３回（８月１２日）

調整中

栄養講座

骨に良い　
おやつ作り

第４回（１０月初旬）
第５回（１０月下旬）
第６回（１１月頃）　

向陽苑
向日市福祉会館
物集女公民館

リハビリ体操

イスを使って…

第７回（１２月頃）
第８回（１月頃）
第９回（２月頃）

転
ば
な
い
か
ら
だ
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

向陽苑 （TEL:921－4100）

向日市社協 （TEL:921－1550）

ケアセンター回生 （TEL:934－6887）

健康教室の開催
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＊体験施設

＊そ の 他　①参加希望者は、必ずオリエンテーションに参加してください。
　　　　　　◎オリエンテーション　７月２５日（月）　場所　福祉会館
　　　　　　　１．保育所向け　　　午前１０時～午前１１時３０分
　　　　　　　２．障害者施設向け　午後１時３０分～午後３時
　　　　　　　３．高齢者施設向け　午後４時～午後５時３０分
　　　　　　②修了証を発行します。
＊申　　込　所定の参加申込書を本会に取りに来て
　　　　　　いただき、７月２０日（水）までに、社会
　　　　　　福祉協議会ボランティア活動センター
　　　　　　へ提出してください。

　これからの時代に求められている社会福祉。これ
からの将来のため、また自分自身のために身近なと
ころでボランティアにチャレンジしよう！

　市内の社会福祉施設でのボランティア活動体験を
実施します。いろいろな人たちとの出会いを通じて、
「ともに生きる」ことを実感するとともに、社会福
祉施設の役割や、社会福祉の仕事への理解を深めま
す。

＊実施期間　平成１７年８月１日（月）から
　　　　　　　　　　８月３１日（水）まで
＊対　　象　市内在住、在学の学生
　　　　　　（ただし、高校生以上）
＊参 加 費　無料（ただし、食費は実費）
＊定　　員　７０名程度

内　　容種　別
特別養護老人ホーム、デイサービスセンター高齢者福祉施設

重症心身障害者通所施設、心身障害者共同作業所障害者福祉施設

保育所児童福祉施設

��������	
������������������	
����������
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向日市居宅介護支援事業所（TEL:931－3030）お問い合わせ先
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お
宅
で
介
護
が
必
要
と
な
ら
れ
た
方
、
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
に
関
す
る
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
い
つ

で
も
お
気
軽
に
福
祉
会
館
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
お

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
会
館
に
は
、
私
の
所
属
し
ま
す
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
他
に
も
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
も
併

設
し
て
お
り
ま
す
。

　

き
っ
と
何
ら
か
の
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
一
度
福
祉
会
館
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
は
、
介

護
保
険
で
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た

人
に
対
し
て
、
そ
の
人
の
身
体
の
状
況
を
考
え
な
が

ら
、
そ
の
人
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
と
連
絡
・
調
整
を
行
っ

た
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
計
画
書
）
を
作
成
し
た

り
す
る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
又
、
住
宅
を
改
修

す
る
際
や
、
介
護
保
険
の
更
新
な
ど
手
続
き
の
代
行

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
（
介
護
計
画
書
）
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
る
場

合
は
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ら
れ
、
市
町
村
に

ど
こ
の
事
業
所
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
計
画
書
）
を

依
頼
す
る
か
の
届
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
計
画
書
）
に
か
か
る
個

人
負
担
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
例
え
ば
、
ヘ
ル

パ
ー
（
訪
問
介
護
）
に
調
理
・
掃
除
を
し
に
家
に
来

て
も
ら
っ
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
か

ら
、
お
迎
え
に
来
て
も
ら
い
、
昼
食
を
食
べ
た
り
、

入
浴
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
、
介
護
認
定
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
は
該
当
さ
れ
る
方
が
よ

り
よ
い
日
常
生
活
を
送
ら
れ
る
た
め
の
援
助
の
計
画

を
作
成
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

手
配
し
そ
の
調
整
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
す
る
役
目
な

の
で
す
。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

私
は
、
社
協
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専

門
員
）
と
言
う
介
護
保
険
関
係
の
仕
事
を
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
お

宅
に
訪
問
す
る
機
会
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
時
、「
あ
ん
た
、
ど
こ
か
ら
来
て
る
ん
。」
と

聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
以
前
向
日
町
警
察
署
が
あ
っ
た
場
所
に
出
来
た

福
祉
会
館
か
ら
来
て
い
ま
す
。」
と
答
え
て
お
り
ま

す
。

　

福
祉
会
館
の
建
物
は
、
知
っ
て
い
て
も
中
に
入
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
意
外
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
１
階
の
玄
関
横
の
福
祉
会
館
事
務
室
・
居
宅

介
護
支
援
事
務
所
に
私
の
机
は
あ
り
ま
す
。
事
務
所

に
は
、
職
員
が
７
名
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

私
を
含
め
５
名
お
り
ま
す
。
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介
護
保
険
が
始
ま
り
６
年
目
を
む
か
え
、
利
用
さ

れ
る
方
も
増
え
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
言
う
言
葉

を
お
聞
き
に
な
る
機
会
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
ヘ
ル
パ
ー
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。 �

�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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向日市デイサービスセンター（向日市福祉会館内　TEL:931－3294）お問い合わせ先

　

向
日
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
パ

レ
ッ
ト　

号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
平
成　

１０３

１６

年　

月
の
浴
室
等
の
全
面
改
修
に
あ
た
り
、
記
念
行

１０
事
と
し
て
温
泉
の
素
（
入
浴
剤
）
を
浴
槽
に
入
れ
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
温
泉
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
皆
様
か
ら
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
の
新
企
画
と
し
て
６

月
か
ら�
日
替
り
の
湯
週
間�
を
定
期
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

☆森林の湯　☆ワインの湯　☆よもぎの湯　
☆ラベンダーの湯 ☆アロエの湯　☆花香水の湯
☆ゆずの湯　など盛り沢山 ! !

“日替りの湯”の一例
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【入浴剤の効能】
神経痛　リウマチ　腰痛　痔　肩こり　冷え症
荒れ性　うちみ　くじき　ひび　あせも　しもやけ
あかぎれ　疲労回復　しっしん　　　　　など…
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今
年
４
月
か
ら
上
植
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
向
日

６０

市
民
を
対
象
に
、
生
き
が
い

を
も
っ
て
楽
し
く
集
い
学
び
、

一
緒
に
交
流
を
行
う
場
と
し

て
、
地
域
健
康
塾
が
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
内
容
】

�
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
測

定
等
）

�
軽
体
操

�
交
流
会
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
茶
話
会
、
ゲ
ー
ム

な
ど
）

【
費
用
】

�
無
料

《お申し込み・お問い合わせ先》

向日市役所
障害者高齢者支援課
　TEL:931－1111（代）
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生きがいデイサービスセンターに
関するお問い合わせ先

向日市デイサービスセンター
（向日市福祉会館内
 TEL:931－3294）
向日市役所
（障害者高齢者支援課
 　TEL:931－1111）
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５月のある百貨店への外出風景
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向日市社協の広報誌「福祉パレット」に関するお知らせ
　向日市社協の広報誌「福祉パレット」は、市民の皆様方から寄せられた善意である赤い羽根共同募金の配分
金の一部を財源として、年に３回（７月・１１月・３月）発行しています。
　向日市社協では、今後も市民の皆様方に関心と親しみを持って読んでいただけるよ
うに、紙面の充実に努めていきたいと思っておりますので、「福祉パレット」に対する
ご意見やご感想、ご要望等がございましたら、お気軽にお寄せ下さい。

　お問い合わせ先　向日市社協 総務係（TEL：932－1960）

　

向
日
市
社
協
で
は
、
福
祉
パ
レ
ッ
ト
第
１
０
４
号
か

ら
、
向
日
市
内
で
社
会
福
祉
に
携
わ
っ
て
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
方
の
社
会

福
祉
活
動
の
内
容
等
を
ご
紹
介
す
る
「
こ
の
人
に
聞

く
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
向
日
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
会
長

の
佐
野
と
し
子
さ
ん
（
森
本
町
在
住
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
会
の
活
動
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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佐
野
さ
ん
が
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
わ
ら
れ
た
の
は
平
成
６
年
の
こ
と
で
、

当
時
向
日
市
社
協
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た

『
点
訳
講
座
』
や
『
要
約
筆
記
講
座
』
に
参
加

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

平
成
６
年　

月
に
は
『
要
約
筆
記
講
座
』

１２

に
参
加
さ
れ
た
有
志
の
方
々
に
て
、
要
約
筆

記
サ
ー
ク
ル
『
フ
レ
ン
ド
』
を
発
足
さ
れ
、

そ
れ
以
来
、
難
聴
や
中
途
失
聴
の
方
へ
の
情

報
保
障
と
要
約
筆
記
技
術
の
向
上
に
日
々
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、『
フ
レ
ン
ド
』
以
外
に
、
介
助
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
『
サ
ー
ク
ル
・
プ
ラ
ス
ワ

ン
』
や
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
『
き
つ
つ
き
』

に
も
所
属
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

佐
野
さ
ん
は
「
３
サ
ー
ク
ル
に
幅
広
く
関

わ
っ
た
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
り
、
い
ろ
ん

な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無
理
せ

ず
、
犠
牲
を
払
わ
な
い
こ
と
が
、
長
く
楽
し

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
る
秘
訣
で

は
？
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
で
は
、
平
成　

年
１４

９
月
の
発
足
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
連
絡
・
交
流

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
社
会
福
祉
に
関

す
る
啓
発
等
を
中
心
に
、
幅
広
く
活
動
を
展

開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
も
、
管
外
研
修
の

１７

実
施
や
向
日
市
社
協
と
の
共
催
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
開
催
、
向
日
市
ま
つ

り
へ
の
参
加
等
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展

開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

佐
野
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
が

発
足
さ
れ
て
か
ら
の
活
動
を
振
り
返
ら
れ
て
、

「
連
絡
会
の
発
足
を
き
っ
か
け
に
、
複
数
の

サ
ー
ク
ル
が
一
緒
に
活
動
す
る
等
、
他
の

サ
ー
ク
ル
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
の
意
義
を
見
出
せ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
経
験
年
数
の
差
は
あ
っ

て
も
、
上
下
関
係
は
な
い
。
経
験
年
数
の
長

い
人
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
、

み
ん
な
が
同
じ
目
的
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

る
。『
み
ん
な
で
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
』
と

い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
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向
日
市
社
協
で
は
、
平
成　

年
度
に
策
定

１３

し
た
『
地
域
福
祉
活
動
計
画
』
に
お
い
て
、

『
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
定
め
、
日
々
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

佐
野
さ
ん
に
「
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
昔
は
自

然
に
隣
近
所
に
目
を
配
っ
て
い
た
が
、
今
は

隣
近
所
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

み
ん
な
が
日
常
生
活
の
中
で
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
地
域
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。
身
近
な
地
域
で
、
自
然

に
声
掛
け
や
見
守
り
、
挨
拶
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
災
害
時
に
も
大
き
な
力
に
な
る
。

『
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
力
で
守

る
』
と
い
う
意
識
が
大
切
だ
と
思
う
。」
と
熱

心
に
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
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向日市社協ボランティア連絡会

会長　佐野とし子さん

ボランティアについて熱く語る


